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12.　おわりに

明治になり土木分野にも近代化が進み、 昭和の架け替え時

に、 錦帯橋をコンクリート橋に架け替えるという案が出た 3）。 耐

久性、 経済性の面からは、 コンクリート橋は木橋よりはるかに

優位である。 しかし、岩国市は木橋としての錦帯橋を選択した。

これは岩国の人々がいかに広嘉創建の錦帯橋を愛していたか

ということに尽きる。 昭和 26 年に開かれた、 文部省、 建設省、

山口県、 岩国市、 大学関係者らによる再建に関する会議でも、

文化財的価値について議論されており、 コンクリート橋改造の

強い意見があったにもかかわらず、 世界的価値のある文化財

を残すべきとの結論に至っている。 もし今の錦帯橋が鋼やコン

クリートで造られていたとしたら、 岩国は、 日本中の人が訪れ

る現在のような観光地にはなっていないと言えるであろう。 錦帯

橋は、 ただ単に木橋としての技術が優れているというだけでな

く、江戸時代の風景を現代によみがえらせ、訪れた人が、 自然

と見事に調和した美しさを享受できる希少な構造物なのである。

謝辞：本論文を作成するにあたり、岩国徴古館の松岡智訓氏

に多くのご教示をいただきました。 ここに記して謝意を表しま

す。また早稲田大学理工学部依田照彦教授には、 終始的確 
なご助言をいただきました。 ここに記して謝意を表します。

2014 年 9 月に行われた第 12 回強度試験は、 岩国高等学

校の生徒 124 人 （推定重量約 7 トン） が重し役となった （写

真－ 4）。 強度試験結果 21）は、 最大で 1 ミリ程度のたわみしか

なく、 2004 年の平成の架け替え時とほぼ同じ値を示した。 現

在の錦帯橋は強度的に健全であることが確認されたのである。

11.　未来への継承

架け替え時における錦帯橋の構造図が、 1699 年の創建当

初 （図－ 7） から残されている。 これは、 錦帯橋の架橋技術

を藩の秘伝として大事に守ってきたという証拠である。 古図面

のほかにも多くの古文書が残されており、 しかも、 いつどこで

誰が入手したかが明らかなものが多いという 5）。 岩国藩が、 文

化、 技術の伝承の重要性を認識していた表れである。

現在、 錦帯橋の世界遺産への登録を目指し、 様々な方面

からのアプローチが試みられている。 登録に向けた課題のひと

つに、 錦帯橋が架け替えを行っていることによる、 材料の真実

性の問題がある。 錦帯橋の本質は木橋であることと考えるが、

木橋を維持するためには架け替えは不可避である。 伊勢神宮

や出雲大社の遷宮にみられるように、 木造構造物は架け替え

が必須である。 技術の伝承は架け替えにより成されるのであり、

架け替えによる技術の伝承にこそ価値があると思われる。
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